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●資金需給 ●2016年12月29日の市場動向

●短期金融市場関連指標

●入札結果

●オペ結果

●2016年12月30日の予定
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◆本資料は信頼できると思われる各種データに基づいて作成されておりますが、当社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
◆本資料は何らかの取引を誘引することを⽬的としたものではありません。売買に関する最終判断はお客様ご⾃⾝でなされますようお願い申し上げます。
◆⾦融商品のお取引には価格変動等によるリスクがあります。⾦融商品のお取引には⼿数料等をご負担頂くものがあります。⾦融商品取引法に基づきお渡しする書⾯や⽬論⾒書をよくお読みください。
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本日は財務省による国債等の入札は実施されませんでした。

*証券取引所大納会 *米国12月のシカゴPM景況感指数
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按分
比率

共通担保資金供給（全店）＜固定金利方式＞ 8,000 2017/1/4 2017/1/16 1,300 1,300
国債買入（残存期間１年超３年以下） 4,000 2017/1/4 7,523 4,004 ▲0.007 ▲0.005 62.1
国債買入（残存期間３年超５年以下） 4,200 2017/1/4 11,733 4,204 ▲0.010 ▲0.009 86.1
国債買入（残存期間５年超１０年以下） 4,100 2017/1/4 13,909 4,106 ▲0.010 ▲0.008 26.3
国債補完供給（国債売現先）・即日（午前オファー分） 9,213 2016/12/29 2016/12/30 164 164 ▲0.500 ▲0.500

<インターバンク市場>

<レポ市場>

<短国市場>

<CP市場>

午前8時発表の準備預金残高見込みは、前日比7,000億円減の249兆6,000
億円(当座預金残高は331兆円)。本日の無担O/Nは、邦銀・信託・証券業態
を中心に▲0.07～▲0.04％の出合いで始まった。調達側に取り急ぐ動きは無
く、一巡後もほぼ同水準での調達が散見され、本日の取引を終了した。年末
初物となるT/Nは、▲0.07％台の出合いが見られた。共通担保オペが8,000
億円オファーされ、応札は1,300億円（期落ち額1,600億円）で札割れとなっ
た。

GC T/N(12/30-1/4)は、▲0.25～▲0.20％程度の出合い。S/N（1/4-1/5）
は、▲0.095～▲0.085％程度の出合い。S/Nは末初要因が剥落したことで、
レートを大きく戻し、安定的に推移した。SCは、個別銘柄では、5ｙ128～129、
10ｙ330、333、335、340～345、30ｙ52などにビッドが多く見られた。

現先レートS/Nは低位横ばいで推移。CP市場は、年末休暇入りした事業法
人が多いものの、月初発行の案件が複数見られ、ノンバンク・石油業態から
の大型案件等により発行総額は1,500億円程度まで膨らんだ。発行レートは
概ね横ばいでの取引となった。

現先T/Nは年末初の取引にあたり、レートは大幅に低下した。アウトライト市
場は受け渡しが年明けとなった事もあり、売り物が散見されたが、出合いは
3M物で▲0.40％が小額見られた程度と閑散であった。


